
平成28年度 自立相談支援事業従事者養成研修【前期】共通カリキュラム 「相談支援の展開」 

 

〈講義①〉相談支援の展開 

〈『自立相談支援事業従事者養成テキスト』第４章第１節（pp.106-144）〉 

 

  ●ポイント 

   ・相談援助を構造的にとらえる 

   ・課題解決の「主体」を問い直す 

 

 １．把握・アウトリーチ 

  （１）早期把握・早期発見の重要性 

  （２）生活困窮者の実態等の把握 

  （３）対象把握・アウトリーチの基本的考え方 

  （４）把握・アウトリーチの方法 

 

 ２．包括的な相談受付 

  （１）相談受付のポイント 

  （２）相談内容による適切な振り分け 

  （３）相談支援を拒否する場合の対応 

  （４）利用申込 

  （５）緊急的な支援の提供 

 

 ３．アセスメント 

  （１）基本的な考え方 

  （２）アセスメントの方法 

 

 ４．プランの作成 

  （１）基本的な考え方 

  （２）プラン策定に必要な手続き 

  （３）プラン策定の実際 

  （４）プランシートへの記載 

  （５）支援調整会議の開催 

  （６）自治体による支援決定 

 

 ５．支援の実施 

  （１）概観 

  （２）自立相談支援機関による支援 

  （３）チームによる支援 

  （４）支援経過の記録 



 

 ６．モニタリング 

  （１）基本的な考え方 

  （２）モニタリングの時期 

  （３）モニタリングの方法と場面 

  （４）モニタリングの記録 

  （５）プランの修正と支援の中断 

 

 ７．プラン評価・再プラン・終結 

  （１）プランの評価 

  （２）支援調整会議における評価と記録 

  （３）再プランの作成 

  （４）終結 

  （５）終結後のフォロー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



〈講義②〉個別支援から地域支援への展開 

〈『自立相談支援事業従事者養成テキスト』第４章第２・３・４節（pp.145-183）〉 

 

  ●ポイント 

   ・本人を主体として課題を解決する方法を学ぶ 

   ・「一つの事例が地域を変える」という実践を理解する 

 

 ［１］個別的・継続的な相談支援 

 １．本人との援助関係の構築 

  （１）信頼関係の構築に向けて 

  （２）援助関係を活かした支援 

 

 ２．本人の力を引き出す支援 

  （１）本人の気づきを促す 

  （２）本人の力を活かした支援 

  （３）本人が決めるプロセスを支える 

 

 ３．相談面接の意義と目的 

  （１）相談面接の意義 

  （２）相談面接の三つの目的 

 

 ４．相談面接の方法 

  （１）相談面接の形態 

  （２）相談面接に必要な環境づくり 

 

 ５．相談面接技術 

  （１）コミュニケーションの基本特性 

  （２）相談面接技術 －21 の技法－ 

 

［２］環境への働きかけとネットワークを活用した支援 

 １．本人を取り巻く環境への働きかけ 

  （１）基本的な視点 

  （２）家族支援 

 

 ２．ネットワークの活用と連携・協働 

  （１）地域を基盤としたネットワークとの連携・協働 

  （２）「ネットワーク」がもつ特性 

  （３）「ネットワーク」に関する概念整理 

 



 

［３］個と地域の一体的支援 

 １．地域を基盤とした相談支援 

  （１）地域を基盤とした相談支援への転換 

  （２）「総合相談」をめぐる動向と背景 

  （３）地域を基盤とした相談支援の理念 

  （４）個と地域の一体的支援 

  （５）個別支援から地域支援、そして地域づくりの推進へ 

 

 ２．予防的支援の展開 

  （１）地域を基盤とした相談支援と予防的支援 

  （２）予防的支援のための取組み 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



〈講義③〉帳票類の意義と活用方法 

 

 

１． 公的サービスをめぐる潮流 

 （１）問われる説明責任＝評価される対象 

 （２）評価と連動する予算の確保 

（３）個人情報保護と本人同意 

  

２．帳票類の活用と実践上の特質 

 （１）法に基づく実践の遂行 

 （２）実践を「目に見える形」として残すこと 

 （３）実践を方向づけること 

 （４）「枠」がもつリスクと「業務負担」について 

 

３．帳票類の積極的活用に向けて 

 （１）誰が「主」なのか 

 （２）「アセスメント結果の整理と支援方針の検討」の項目の重要性 

 



図 本人主体の「援助過程」の概念図

出所：岩間伸之『支援困難事例と向き合う－18事例から学ぶ援助の視点と方法－』

中央法規出版,2014年,p.158。
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（事例シート１） 

 

 82 歳の母親（Ａさん）と 54 歳の息子（Ｂさん）は、持ち家で二人暮らしである。 

 Ａさんは足腰が弱り、一人でトイレに行くこともままならない状態にある。ゴミ捨てや

買い物に出かけるＡさんの姿を見かけなくなったことを心配した近所の人がＡさん宅を訪

れた際、そのことを知って民生委員に連絡した。 

民生委員が訪問すると、「私のことはほっておいて。とにかく息子のことが一番心配な

の。息子のために一日でも長く生きていくしか方法がない」と涙ぐむ姿を見せた。以前は、

近隣住民とのつきあいがあったが、今ではほとんどない。庭木の手入れもできず、うっそ

うとしている。 

 息子のＢさんは、以前は板前をしていたが、２年半前にリストラされて実家に戻った。

現在、収入はない。最近は再就職に向けた活動もまったくしておらず、Ａさんの厚生年金

で生活している様子で、朝からお酒を飲んでいることも多い。近所の人と会うことを避け、

たまに会ったときに声をかけると、にらみつけられるので、みんな怖がっている状態であ

る。また、Ｂさんが野良猫に残飯を与えるので、猫がたくさん集まってきて、近隣からは

苦情が出ている。 

 民生委員から自立相談支援機関に連絡が入り、この世帯へのかかわりが始まった。 
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（事例シート２） 

 

 自立相談支援機関の相談支援員は、民生委員と一緒にＡさん宅を初回訪問し、その後５

回訪問した。Ａさんは１階で、Ｂさんは２階で暮らしているようだった。１階は窓を閉め

切って薄暗く、物が散乱している様子であるが、Ａさんはそれなりに清潔な身なりをして

いる。Ａさんは相談支援員に「部屋が散らかっていてごめんなさい」と話した。 

 この間の訪問のなかで、Ａさんは少しずつ息子のＢさんのことについて話し始めた。Ｂ

さんが実家に戻ったのはリストラされたことだけでなく、高齢のため一人暮らしがおぼつ

かなくなった母親を心配してのこともあること。Ｂさんは食事や買い物など母親の生活に

気遣いをみせてくれているが、仕事探しがうまくいかず、だんだん気持ちがすさんできて、

最近は飲酒の量も増えてきたこと。亡くなったＡさんの夫がアルコール依存症で、暴力を

ふるうこともあったことから、Ｂさんはずっと父親に反発してきたが、結局、息子も同じ

様になってしまうのではないかとＡさんは心配していることなどが明らかになった。 

ある日の訪問の際、買い物に出ていたＢさんが帰宅してきた。Ｂさんは、母親に会いに

来る相談支援員のことを気にしていたようで、Ａさんの部屋をのぞき、「母がお世話にな

っています」と頭を下げた。Ｂさんは、無精ひげが伸び、顔色もすぐれない。ジャージ姿

で、体格がいいこともあり、人に威圧感を与える印象がある。しかし、Ａさんに「昼のお

かず、テーブルの上に置いておくから」と声をかける表情は穏やかで、親子が互いに思い

やっている様子もうかがえる。 

 相談支援員が、Ｂさんにお会いできてうれしいことを伝え、またお会いして話がしたい

と言うと、最初は「僕のことは結構ですから」と拒否された。しかし再度、お母さんのこ

とも心配だし、いろいろと話をしながらできることを一緒に考えたいと伝えると、「来て

もいいけど、僕は役所とかの人は信じられないんだ。前に相談に行ったんだけど、いやな

思いをしたからね」と強い口調で話した。 
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（事例シート３） 

 

 初回訪問から約半年後、Ａさんが玄関先で転倒し、左手首を骨折した。この間、相

談支援員は２週間に１回の頻度で訪問し、主にＡさんと面談してきた。その過程では、

Ｂさんを交えて面談する機会も何度か得ることができた。 

Ａさんの骨折を機に、Ａさんには地域包括支援センターのスタッフが主にかかわる

ことになり、Ｂさんには相談支援員が対応することになった。それ以来、Ｂさんと世

帯の今後について個別に話を進めることになった。 

 家庭訪問による面談をとおして得られた情報は、次のとおりである。 

 

〇ＡさんのＡＤＬはかなり低下している。特に、膝に痛みがあり、掃除や洗濯等の家

事も相当厳しくなっている。息子のＢさんは、Ａさんの食事の世話はしているが、

その他の家事については、自分の分しかしていない。 

〇Ｂさんには収入がないことから、Ａさんから食費を預かって、自分と母親の分の食

材を購入している。以前、板前をしていたことから調理はできるはずであるが、

最近ではコンビニでお弁当を買うことがほとんどである。その食費から自分が飲

むお酒も買っている。 

〇Ｂさんが就職活動をまったくしなくなり、家にひきこもりがちになってから約１年

が経過する。母親以外と接することはほとんどない。「面接でなんども落とされ

てもういやになった。料理人以外の仕事もしようと思ったがこの年齢になるとも

う仕事はないよ」と話す。 

〇Ｂさんに「役所でのいやな思い」について尋ねると、「働いていないことについて、

上から目線でバカにされた。詳しくは言いたくない」と話す。 

〇「母親のことも心配だし、仕事のこともこのままではいけないんだろうけど、もう

何も考えたくない。お酒を飲むと気が紛れるんだ」とＢさんは話す。実際、毎日

ではないようだが朝から焼酎を飲んでいることが多い。 

〇今後、相談支援員が定期的に訪問することについては、拒否はしないものの、「来

ても何も変わらないよ。もうどうだっていいんだ」と繰り返す。 

 






































